
報道関係者各位(新製品情報) 

2012 年（平成 24 年）7 月 19 日 

朝に必要な栄養素を手軽にしっかり補給！ 

「発芽米グラノーラ ベリー＆大豆ＭＩＸ」数量限定発売 
フルーツのポリフェノールが夏の紫外線ダメージをケア 

                                   

株式会社ファンケル（本社：横浜市中区、代表取締役社長執行役員：

成松義文）は、2012 年 7 月 20 日（金）より、朝に必要な栄養素を手軽に

しっかり補える「発芽米グラノーラ ベリー＆大豆MIX」＜600 円（税込）／

1 箱（200g）＞を通信販売および全国の直営店舗（一部の店舗を除く）

にて数量限定新発売いたします。 

  

1 日を元気に過ごすためのエネルギーを補給し、体温を上げて体を

目覚めさせるために、朝食をとる事は必要不可欠です。そこで、①エネ

ルギーをチャージすること ②エネルギーを燃やし体温を上げること 

③満腹感を持続させること に必要な素材を厳選。発芽米の確かな栄

養価に 5 種類の穀物、大豆、3 種類のフルーツをバランスよく組み合わ

せて理想的な朝食グラノーラを開発いたしました。また、いちごやレー

ズン、クランベリーなどのフルーツや、味付けに使用しているココアパウ

ダーに多く含まれるポリフェノールが、紫外線で発生するサビから体を

守り、夏の紫外線対策にも役立ちます。 

30～40 代女性をターゲットにした同製品は、2011 年に発売し大変ご好評いただいた数量限定の「発芽米グラノーラ 

フルーツ＆大豆MIX」の第2 弾であり、「忙しい朝でもきちんと栄養を摂りたい」という方におすすめの製品です。 

穀穀物物ととフフルルーーツツででししっっかかりりエエネネルルギギーーををチチャャーージジ！！おおななかかもも満満足足！！    

フルーツに含まれる果糖は、すばやくエネルギーになり、「発芽米」やオーツ麦など穀物の炭水化物は持続

的なエネルギー源となるため、食べた直後からお昼時まで、継続的にエネルギーを補給することができます。

また、発芽米をはじめとした穀物やレーズンなどはお腹がすきにくい素材のため、満腹感が持続します。 

エエネネルルギギーーをを燃燃ややしし、、体体温温をを上上げげてて体体をを目目覚覚めめささせせるる    

大豆に含まれるたんぱく質は、摂取することで熱が発生しやすくなり、代謝が促進されるため、体温が上がり、

体に活力を与え、さらに脳の働きも活発にします。 

88 種種類類ののビビタタミミンン、、カカルルシシウウムム、、鉄鉄ををババラランンススよよくく摂摂れれるる    

1 食分（50ｇ）に牛乳 200ｍｌをかけてお召し上がりいただくと、1 日に必要とされている 8 種類のビタミン、カ

ルシウム、鉄の栄養素等表示基準値の 3 分の 1 以上が摂取できます。さらに、お腹の調子を整える食物繊維

や、紫外線で発生するサビから体を守るポリフェノールもお摂りいただけます。 

横浜市中区山下町 89-1 〒231-8528 
TEL :045-226-1230  
FAX:045-226-1202  

(株)ファンケル 

本社：神奈川県横浜市中区山下町 89-1 

代表取締役社長執行役員：成松 義文                         本件に関するお問い合わせ 

設立：1981 年 8 月                                      広報グループ 油井紀理子：045-226-1230



製品詳細 

製品名 発芽米グラノーラ ベリー＆大豆ＭＩＸ 

発売日 2012 年 7 月 20 日（金） 

価格 1 箱（200g）  ＜600 円（税込）＞ 徳用 3 箱セット  ＜1,620 円（税込）＞ 

栄養成分表示 

 

1 食分（50ｇ） 

当たり 

［カッコ内：牛乳 200ｍｌを 

かけた場合］ 

エネルギー・・・・・・・・・・・201kcal [338 kcal] 

たんぱく質・・・・・・・・・・・9.0g [16g] 

脂質・・・・・・・・・・・・・・・・4.4g [12g] 

糖質・・・・・・・・・・・・・・・・29g [39g] 

食物繊維・・・・・・・・・・・・4.8g [4.8g] 

ナトリウム・・・・・・・・・・・・188mg [273mg] 

カルシウム・・・・・・・・・・・80mg [307mg] 

鉄・・・・・・・・・・・・・・・・・・6.1mg [6.1mg] 

ビタミン B１・・・・・・・・・・・0.60mg [0.68mg] 

ビタミン B2・・・・・・・・・・・0.14mg [0.45mg] 

ナイアシン・・・・・・・・・・・4.8mg [5.0mg] 

パントテン酸・・・・・・・・・1.1mg [2.2mg] 

ビタミン B6・・・・・・・・・・・0.85mg [0.91mg] 

ビタミン B12・・・・・・・・・・0.32μg [0.94μg] 

葉酸・・・・・・・・・・・・・・・・114μg [124μg] 

ビタミン C・・・・・・・・・・・・48mg [50mg] 

内容成分表示 

 

1 食分（50ｇ） 

当たり 

GABA・・・・・・・・・・・・・・・3mg 

総イノシトール・・・・・・・・142mg 

IP６・・・・・・・・・・・・・・・・・393mg 

総フェルラ酸・・・・・・・・・15mg 

オリザノール・・・・・・・・・・3.9mg 

賞味期限 9 ヶ月 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本件に関するお問合せ先 

記事ご掲載の際の「読者のお問合せ電話」（クレジット）は、当番号でお願いいたします。 

ＦＡＮＣＬ ☎ 0120(750)210 （料金無料・フリーダイヤル） 
「製品についてのお問い合わせ」は下記へお願いいたします。 

社長室 広報グループ  油井 紀理子 

TEL：045-226-1230 FAX：045-226-1202 
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